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日本ユニシスグループのCSR活動

日本ユニシスグループ CSR Webサイト

日本ユニシスグループのCSR活動方針および具
体的な活動状況について、ステークホルダーごと
に紹介するとともに、関連データや最新のトピック
スについても、随時掲載しています。
また、各ページの情報について、視力の弱い方、
目の疲れやすい方にも快適にご利用いただけるよ
う、画面上部にて「音声読み上げ機能」を提供して
います。 

CSR推進コンセプト

ICTのサービスやソリューションを通じてお客さ
まに価値を提供していくためには、技術力はもとよ
り、社員の仕事に対するモチベーションを喚起する
ことが重要となります。社員がモチベーションを高
め、より高品質なサービスやソリューションを提供
することで、お客さまに共感・満足いただくことがで
き、それによって社員の会社に対する共感やさらな
る参画意識の向上にもつながっていくものと考えて
います。このような企業風土をつくり、お客さまの経
営に貢献し続けていくことが、社会・環境への持続
的な貢献に、ひいては企業活動に対するステークホ
ルダーのみなさまからの「信頼」につながるものと
考えています。

用語解説

http://www.unisys.co.jp/csr/

日本ユニシスグループのCSR活動への評価

日本ユニシスグループのCSR活動に対して、さまざまな専

門機関から評価をいただいています。

●モーニングスター株式会社による「モーニングスター社

会的責任投資株価指数（MS-SRIインデックス）※」の構

成銘柄に、2005年9月から継続して採用されています。

SRI （Socially Responsible Investment:社会的責任

投資）は、企業の評価にあたり、財務状況や成長性だけで

なく、その企業が果たしている社会的責任も考慮し、投資

判断に利用するもので、日本でも多くのSRIファンドが設

定されています。

●株式会社日本総合研究所による「わが国企業のCSR経

営の動向調査2009」結果において、金融機関などへの企

業情報の提供にあたり、「社会的責

任経営の取り組みの進んだ企業」として選定されました。

※｢モーニングスター社会的責任投資株価指数（MS-SRIインデックス）｣は、
モーニングスター株式会社が国内上場企業の中から社会性に優れた企
業と評価する150社を選定し、その株価を指数化した国内初の社会的責
任投資株価指数です。
　　本株価指数は、それを構成する銘柄を含めて、将来のパフォーマンスを
保証するものではありません。また、モーニングスター株式会社が信頼で
きると判断したデータにより指数の算出・管理を行っておりますが、その
正確性、完全性等について保証するものではありません。前記事項を制
限することなく、たとえ直接的損害、間接的損害、特別損害、懲罰的損害、
拡大的損害その他あらゆる損害（逸失利益を含む）について通知された
としても、モーニングスター株式会社では、このような損害賠償について
は、いかなる責任も負いません。
　　著作権等の知的所有権その他一切の権利はモーニングスター株式会
社並びにMorningstar, Inc.に帰属し、許可なく複製、転載、引用すること
を禁じます。

音声読み上げ機能

用　語 内　容
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Place®
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（サース）
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クラウド
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ティング
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低炭素社会

テレワーク

信頼される企業活動
（ICTが人と社会にできること）

お客さま
（共感・満足）

社員
（共感・参画）

社会

経済環境

・Microsoft、Windows、Windows Server、SQL Serverは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
・Windowsの正式名称は、Microsoft Windows Operating Systemです。
・その他本文中に記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。

本文中、※印の用語については、下記をご参照ください
（関連ページ：P.15～18、P.27～32）。

製品（またはサービス）の製造から輸送、消費（利用）、廃棄に至るまでのライフサイクル全体、また
はそれぞれの過程において発生するCO2排出量を数値化して表したもの。商品にマークを貼付する
などして、商品を購買することによる環境への影響を、利用者に“見える化”しようという試みのこと。

ICTリソースやアプリケーションなどを、インターネットを介して必要に応じて利用する形態のこと。
利用者側はリソースなどの所在・運用を意識せずにサービスを利用することから、インターネット
の先を“雲（クラウド）”にたとえ、クラウドコンピューティングと呼ばれる。

クライアント端末に最低限の機能しか持たせず、サーバ側でアプリケーションソフトやファイルな
どの資源を保有・管理するシステムの総称。または、その専用端末のこと。

一定レベルの生活水準やライフスタイルを維持しながら、温室効果ガスの一つである二酸化炭素
の排出量低減を実現するための生活および産業システムを確立した社会。

勤労形態の一種で、ネットワークやICTツールを活用して、時間や場所の制約を受けずに働くこと。

EV（Electric Vehicle：電気自動車）は電気エネルギーを動力に変換して走行する。
PHV（プラグインハイブリッド車）は家庭電源などからも充電可能なモーターとエンジンを備える。

Infrastructure as a Serviceの略で、情報システムの構築および稼動のために必要なハード
ウェアやネットワークなどの基盤を、インターネット経由のサービスとして提供すること。

Platform as a Serviceの略で、アプリケーションを利用するための土台となるプラットフォーム
を、ネットワークを通じたサービスとして提供するもの。

日本ユニシスグループがワンストップサービスにより提供する、ユニファイド・コミュニケーション
基盤。IPネットワークを活用したコミュニケーションツール（固定・携帯電話、eメール、プレゼンス、
インスタントメッセージ等）や共有環境（ホームページ、グループウェア
等）について、デバイスや環境ごとの制約に縛られず、快適かつ迅速、
効果的に活用するためのシームレスな環境を実現する。

Software as a Serviceの略で、ネットワークを経由して必要なソフトウェア機能を提供する
サービス。パッケージ製品としてのソフトウェアを導入する場合と比べて、費用の抑制や短期間
での利用開始が可能などの利点がある。

外出先や自宅でインターネットに接続されたパソコンにUSB型認証キーデ
バイスを挿すだけで、「いつでも」、「どこでも」、「安全に」、イントラネットへの
アクセスやWebアプリケーション・eメールのオペレーションを可能にする日
本ユニシスグループのSaaS型サービスのこと。


